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１．国営横田開拓の耕作放棄地対策「奥出雲お

ろちシンコウ支援活動」 中国四国支部 

平成２８年６月１８日（土）、耕作放棄地対策に

取り組んでいる国営横田開拓の八川４団地におい

て、エゴマの作付け（２０アール、苗の本数は約

３千本）の補植と周辺の草刈作業を行ないました。 

参加人数は１５名で、地元農家、及び本ＮＰＯ

からの参加です。その内、ＮＰＯは９名の参加と

なっています。作業は、参加者を草刈班と補植班

の２班に分かれて行ないました。 

苗の定植は、機械植えのため、苗の欠株・転倒

がどうしても出来てしまうので、これを補完する

ための作業が必要となります。補植班は、苗伝い

に歩き、目視で定植の確認を行ない、欠株等があれば補植を行いました。草刈班は、ほ場周辺の草刈を行い、周辺環

境を整備しました。当日は、梅雨の中休みで雲一つない快晴で、大変暑い中での作業となりましたが、午前１０時か

ら作業開始し、約２時間で無事作業を終了することが出来ました。 

この取組は、今年で６年目になりますが、暗渠排水の実施、肥料には鶏糞を用いる等、収量のアップを目指してい

ます。今後、秋のエゴマ収穫まで、毎月１回程度除草作業を行なう予定にしています。また、近くの造成地で、７月

には「小そば」２０アールの種蒔きをすることにしていますが、必要に応じてエゴマと同じように維持管理を行う予

定です。 

これからも、地元特産の農作物の栽培を通じ、地元農家との交流、特産品のＰＲを行い、地域農業の振興に努めて

行きます。 

余談ではありますが、この活動をしている奥出雲地方は中国山地の山間部で、この近くでも「熊」が出没して、「ぶ

どう」に被害が出たとのことです。 

＊エゴマ：シソ

科の一年草、油

を採るために栽

培される。最近、

健康食品として

知名度が上がっ

ている。 

＊小そば：横田

の在来種で普通

の蕎麦に比べる

と小さい。 
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２． 能登 国営珠洲第２地区｢寺家ダム｣

で除草活動を実施    北陸支部 

 7 月 9 日(土)、石川県能登半島の先端に位

置する「国営珠洲第 2地区寺家ダム」で、「能

登みどり会」による除草活動を行いました。 

同会は、能登地域において国営農地開発事

業で造成された農地の営農支援を目的に組織

されたボランテア組織で、結成後今年で 18

年目になります。   

寺家ダムは地元の珠洲市が管理しています

が、堤体周辺の草刈りなどが十分行き届かな

いことから、昨年に引き続きダム堤体周辺の

草刈りを行いました。 

参加者の大半は、金沢周辺から約150km、3時間程か

けて集まってきており、人里離れた山中でもあること

から、集まるだけでも一苦労です。 

当日は、雨上がり後の気温20度余りの曇り空で、蒸

し暑さは感じられましたが、まずまずの天候に恵まれ

ました。 

しかしながら、今年は、天端一面や池敷内には背丈

の長い草、ツタ類などが鬱蒼と生い茂っており、これ

らが草刈り機に絡みついて随分と難儀する作業になっ

てしまいました。 

参加者は、総勢 25名程でしたが、大半の方はかつて珠洲開

拓の事業所に勤務していたか能登半島出身者など、能登地域

に何らかの関わりを持った人達が多く、それぞれの想いを込

めて作業に携わりました。 

そして、途中の休憩をはさんでみっちり2時間、密度の濃

い草刈り作業で、ダム天端や管理棟周辺は見違えるようにき

れいになりました。 

国営珠洲・同第2地区は昭和48年から平成 3年にかけて事

業が行われ、580ha余りの農地と約70kmの道路（幹・支線）、

寺家ダム（有効 V：57 万 m3、ﾛｯｸﾌｲﾙﾀﾞﾑ）などが施行されま

したが、こうした施設が有効活用され営農の更なる発展を願

いつつ、作業後の満ち足りた気持ちで帰路につきました。な

お、NPOからは 8名の会員が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

綺麗になった記念碑の前で集合写真 

作業開始前のﾐｰﾃｲﾝｸ  ゙

難儀する池敷内での刈り払い作業 

スイカを食べて仲良く談笑です！ 

作業開始前の鬱蒼と茂ったダム天端 

ダム天端の作業もあと少しです！ 


